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せ
ず
、　

・
５
点
で
最
下
位
と

３４

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
教
職
員

種
目
で
は
、　

点
で
優
勝
し
た

１０

成
城
大
に
惜
し
く
も
届
か
ず
、

９
点
で
２
位
と
な
っ
た
。
一

方
、
正
式
種
目
は
圧
倒
的
な
強

さ
を
見
せ
つ
け
、　

・
５
点
で

９６

１
位
を
獲
得
し
、
本
学
の
総
合

優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
総

合
成
績
で
は
、
４
位
が
　
点
の

９９

成
城
大
、
３
位
は
武
蔵
大
で
１

２
０
点
で
あ
る
。
武
蔵
大
と
僅

差
で
２
位
と
な
っ
た
の
が
１
２

１
・
５
点
の
成
蹊
大
。
そ
し
て

本
学
は
２
位
と
　
点
ほ
ど
の
差

１０

を
つ
け
、
１
３
１
点
で
総
合
優

勝
を
遂
げ
た
。
本
大
会
で
　
連
１１

覇
の
快
挙
と
な
る
。

　
賞
状
と
優
勝
杯
が
授
与
さ
れ

る
と
、
代
表
者
た
ち
は
高
々
と

掲
げ
た
。
最
後
に
、
次
の
開
催

校
で
あ
る
成
蹊
大
に
大
会
旗
を

引
き
渡
し
、
四
大
戦
は
幕
を
閉

じ
た
。
各
々
の
力
量
や
努
力
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
選
手
と

応
援
団
、
観
客
が
一
致
団
結

し
、
士
気
が
高
か
っ
た
こ
と
も

勝
因
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
参
加

者
全
体
の
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
、
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
く

結
果
と
な
っ
た
。
今
回
見
せ
て

く
れ
た
結
束
力
を
、
次
回
の
大

会
で
も
き
っ
と
発
揮
し
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。 

（
林
瞳
）

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け

１０

１７

１９

て
、
第
　
回
四
大
学
運
動
競
技

６５

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
年
度

は
四
年
に
一
度
の
本
学
開
催
で

あ
る
。

　
開
会
式
は
、
西
５
号
館
１
階

学
生
ホ
ー
ル
に
て
挙
行
さ
れ

た
。
最
初
に
、
実
行
委
員
長
の

山
田
尊
広
さ
ん
が
開
会
宣
言
を

す
る
。
本
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
彩
（
い
ろ
ど
り
）
」
で
あ

る
。
大
会
の
関
係
者
全
員
が
一

人
ひ
と
り
の
「
色
」
を
発
揮
し
、

団
結
し
た
時
、
一
つ
の
「
彩
」

と
な
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
言
葉

に
は
こ
の
よ
う
な
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
各
代
表

者
の
挨
拶
や
エ
ー
ル
交
換
に
よ

り
、
選
手
た
ち
の
緊
張
感
は
よ

り
一
層
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
秋
晴
れ
の
中
、
各
競
技
が
始

ま
っ
た
。
特
に
大
き
な
問
題
も

発
生
す
る
こ
と
な
く
、
順
調
に

試
合
が
進
ん
だ
。
四
大
学
の
個

性
溢
れ
る
応
援
団
を
筆
頭
に
、

観
客
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
。
各
試
合
が
熱
気
に
包

ま
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
全
て
の

種
目
が
無
事
に
終
了
し
た
。

　
全
競
技
が
終
了
し
た
最
終

日
、
閉
会
式
に
て
最
終
結
果
が

発
表
さ
れ
る
。
一
般
種
目
は
武

蔵
大
と
成
蹊
大
が
　
点
で
同
率

４８

優
勝
し
た
。
本
学
は
多
く
の
種

目
で
な
か
な
か
良
い
結
果
を
出

を
引
き
離
し
た
。
続
く
第
二
走

者
の
終
盤
は
、
本
学
チ
ー
ム
の

一
騎
打
ち
と
な
っ
て
、
沿
道
の

歓
声
も
ひ
と
き
わ
大
き
く
な

る
。
交
代
後
も
、
両
者
一
歩
も

引
か
ず
、
順
位
を
逆
転
し
た
Ａ

の
最
終
走
者
、
広
瀬
右
京
選
手

（
法
３
）
が
見
事
１
位
で
ゴ
ー

ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。
続
い
て

Ｂ
の
益
田
大
貴
選
手
（
法
１
）

が
帰
り
、
本
学
が
上
位
を
独
占

す
る
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
と

な
っ
た
。

　
レ
ー
ス
後
、
大
谷
さ
ん
は

「
盛
大
な
応
援
の
な
か
で
、
男

女
と
も
に
素
晴
ら
し
い
成
績
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
経

験
を
次
に
引
き
継
い
で
欲
し
い

で
す
」
と
話
し
た
。
本
学
の
奮

闘
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
全
て

の
選
手
た
ち
が
、
最
後
ま
で
全

力
を
尽
く
し
た
。
彼
ら
の
思
い

が
込
も
っ
た
 襷
 は
、
き
っ
と
来

た
す
き

年
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず

だ
。 

（
筒
井
麻
耶
）

位
、
Ｂ
が
７
位
で
次
の
走
者
に

交
代
し
た
。
巻
き
返
し
は
厳
し

い
と
思
わ
れ
た
が
、
こ
こ
か
ら

本
学
は
反
撃
に
出
る
。
八
掛
由

起
子
選
手
（
政
１
）、
堀
雛
乃
選

手
（
政
１
）
が
快
走
し
、
Ａ
は

首
位
、
Ｂ
は
３
位
ま
で
順
位
を

上
げ
る
場
面
も
あ
っ
た
。
次
の

走
者
も
上
位
を
保
っ
て
い
た

が
、
他
チ
ー
ム
が
追
い
上
げ
を

見
せ
て
Ａ
が
２
位
、
Ｂ
が
４
位

で
最
終
走
者
へ
。
選
手
た
ち
は

三
周
目
に
入
っ
て
も
粘
り
の
走

り
を
見
せ
て
、
上
位
に
迫
る
。

ゴ
ー
ル
ま
で
順
位
を
変
え
る
こ

と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
諦
め

な
い
姿
勢
を
感
じ
さ
せ
た
。

　
休
憩
を
挟
ん
で
、
正
午
か
ら

は
男
子
の
レ
ー
ス
を
迎
え
る
。

強
い
風
が
吹
き
つ
け
て
い
た

が
、
選
手
た
ち
の
気
迫
は
そ
れ

に
負
け
な
い
。
Ｂ
の
藤
田
貴
久

選
手
（
政
３
）
が
１
位
、
す
ぐ

後
に
Ａ
の
飯
田
拓
実
選
手
（
法

２
）
が
続
い
て
、
大
き
く
後
続

【
　
日
　
駅
伝
コ
ー
ス
】　

１９
　
四
大
戦
最
終
日
を
飾
る
駅
伝

は
、
正
式
種
目
の
う
ち
最
大
の

山
場
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
昨
年
は
悪
天
候
に
よ
り
開

催
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
は

選
手
た
ち
を
後
押
し
す
る
よ
う

な
快
晴
の
も
と
、
ス
タ
ー
ト
の

時
を
迎
え
た
。
今
大
会
は
、
各

大
学
か
ら
男
女
そ
れ
ぞ
れ
８
人

が
、
Ａ
と
Ｂ
の
２
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
出
場
。
一
人
に
つ
き
男

子
は
６
㎞
、
女
子
は
３
㎞
を
走

る
。
開
始
前
、
大
会
運
営
局
長

の
大
谷
眞
未
さ
ん
（
心
４
）
は

「
天
候
に
恵
ま
れ
て
良
か
っ
た

で
す
。こ
こ
で
大
差
を
つ
け
、総

合
優
勝
を
狙
い
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
決
意
を
語
っ
た
。

　
各
大
学
の
力
強
い
応
援
合
戦

が
響
き
渡
る
中
、
女
子
の
レ
ー

ス
が
幕
を
開
け
た
。
序
盤
は
各

チ
ー
ム
が
拮
抗
し
た
戦
い
を
見

せ
る
。
し
か
し
、
周
を
重
ね
る

に
連
れ
て
差
が
開
き
、
Ａ
が
５

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
勝
ち
抜
い
て

き
た
成
城
大
の
ペ
ア
。
長
い
ラ

リ
ー
の
末
に
先
制
点
を
奪
わ
れ

る
が
、
直
後
に
同
点
と
な
る
。

本
学
は
緩
急
を
つ
け
た
り
、
ギ

リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
を
狙
っ
た
巧

み
な
コ
ー
ス
取
り
を
し
た
り

と
、
様
々
な
攻
撃
で
試
合
を
組

み
立
て
た
。
そ
し
て
、　

―
５

１１

と
い
う
大
差
で
第
１
ゲ
ー
ム
を

も
の
に
す
る
。

　
続
く
第
２
ゲ
ー
ム
は
、
相
手

校
が
畳
み
掛
け
る
よ
う
に
攻
勢

に
出
て
、
な
か
な
か
流
れ
を
掴

め
ず
に
い
た
。と
こ
ろ
が
、本
学

の
力
強
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
決
ま

る
と
、一
気
に
攻
め
に
転
じ
、連

続
で
４
点
を
入
れ
る
。　

―
７

１０

と
い
う
場
面
で
、
レ
シ
ー
ブ
の

難
し
い
位
置
へ
と
正
確
に
打
ち

込
み
、完
全
に
流
れ
を
制
し
た
。

　
第
３
ゲ
ー
ム
は
、
成
城
大
も

後
が
な
い
た
め
か
、
素
早
い
攻

撃
を
仕
掛
け
て
く
る
。
し
か

し
、
本
学
は
落
ち
着
い
た
姿
勢

を
崩
さ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

攻
守
で
得
点
を
重
ね
た
。　

―
１１

９
の
白
熱
し
た
闘
い
と
な
る

も
、
第
３
ゲ
ー
ム
を
勝
ち
取

り
、
見
事
１
位
を
獲
得
し
た
。

　
河
野
裕
里
主
将
（
政
３
）
は

「
彼
ら
の
四
年
間
の
努
力
の
結

晶
だ
と
思
い
ま
す
。
４
年
生
は

引
退
で
す
が
、
新
た
な
チ
ー
ム

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
語
る
。
目
標
を
達
成
し
、
勢

い
を
増
す
彼
ら
か
ら
目
が
離
せ

な
い
。 

（
相
崎
百
合
）

【
　
日
　
卓
球
場
】

１７
　
昨
年
の
団
体
戦
で
は
２
位
と

い
う
結
果
を
収
め
た
男
子
卓
球

部
。
今
年
の
団
体
戦
は
す
で
に

終
わ
り
、
３
位
で
あ
っ
た
。
残

る
個
人
戦
の
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ

ブ
ル
ス
で
頂
点
を
狙
う
。

　
ダ
ブ
ル
ス
の
ペ
ア
で
あ
る
穴

原
和
真
選
手
（
化
４
）
と
大
西

哲
司
選
手
（
済
４
）
は
、
当
日

ま
で
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
勝

ち
上
が
る
。
そ
し
て
準
決
勝
に

出
場
し
た
こ
の
日
、
成
城
大
の

ペ
ア
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
下
し
、

堂
々
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　
対
戦
相
手
は
、
も
う
一
方
の

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
見
せ
る
広
瀬

選
手
 

（
撮
影
・
高
橋
悠
里
）駅

伝
男

駅
伝
男
女女

第

回
四
大
戦
総

第
　
回
四
大
戦
総
評評

６５６５

http://www.horindo.co.jp
高田馬場店 ０３-３２０８-０２４１

航空公園駅店コミックプラザ

イーサイト上尾店東 長 崎 店

みずほ台店鷺ノ宮駅店

津 田 沼 店汐 留 店

関 内 店平 井 店

センター北店所沢駅ビル店

連携プレーで攻める大西選手（左）と穴原選手（右）（撮影・倉本侑人）

卓球部男卓球部男子子

雪辱を果た雪辱を果たすす

ま
し
た
。
次
回
も
よ
り
多
く
の
人
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
話

し
た
。

　
毎
年
、
裏
方
と
し
て
多
く
の
人
た
ち
が

協
力
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
活
躍
に
感
謝

し
つ
つ
、
来
年
度
も
一
人
ひ
と
り
の
個
性

が
光
る
大
会
に
な
る
こ
と
を
願
お
う
。

　
今
年
度
の
開
催
校
で
あ
る
本
学
は
早
く

か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
。
運
動
部
常
任

委
員
会
を
中
心
に
、
試
合
以
外
で
も
様
々

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
学
生
に
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、
四
大
戦
公

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
よ
つ
ぱ
ん
だ
」

が
誕
生
。
四
大
戦
の
広
報
に
一
役
買
っ
て

お
り
、
大
会
期
間
中
も
、
看
板
、
う
ち
わ

な
ど
を
彩
っ
た
。
ま
た
、
サ
ブ
ウ
ェ
イ
と

の
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し
た
り
、
一

昨
年
ま
で
制
作
さ
れ
て
い
た
四
大
戦
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
復
刻
さ
せ
る
な
ど
積
極
的
な
企
画

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
実
行
委
員
長
の
山
田

尊
広
さ
ん
は
「
四
大
戦
へ
参
加
し
て
も
ら

え
る
き
っ
か
け
を
作
れ
る
よ
う
に
努
力
し

丁
寧
な
技
を
見
せ
る
。
中
で
も
目
を
惹
い
た

の
が
宮
原
真
也
選
手
（
済
１
）
で
、
掛
け
声

と
力
強
い
演
技
で
周
囲
を
圧
倒
し
て
い
た
。

し
か
し
、
演
武
終
了
後
は
「
ま
だ
仕
上
が
っ

て
は
い
ま
せ
ん
。
次
は
も
っ
と
キ
レ
の
あ
る

も
の
を
見
せ
た
い
で
す
」と
謙
虚
だ
っ
た
。

　
武
道
は
自
分
を
磨
き
、
相
手
と
の
親
和
を

目
指
す
た
め
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。
真
剣
な

表
情
で
鍛
錬
の
成
果
を
披
露
し
た
部
員
た
ち

は
、
仲
間
や
他
校
の
選
手
ら
と
笑
い
合
い
、

会
場
を
後
に
し
た
。 

（
石
幡
智
春
）

い
演
技
も
目
を
見
張
る
。

最
後
は
山
口
良
太
主
将

（
政
３
）
に
よ
る
取
り

だ
。
冷
静
か
つ
確
実
に
投

げ
を
繰
り
返
す
姿
に
観
衆

は
魅
了
さ
れ
た
。
終
了
後

は
「
合
気
道
で
は
技
を
か

け
る
側
と
受
け
る
側
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
。な
の
で
、

な
あ
な
あ
で
は
な
い
意
味

の
あ
る
演
武
に
な
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
た
」と
話
す
。

　
次
の
出
番
は
空
手
道
部

だ
。
黙
想
を
終
え
、「
始

め
！
」
の
合
図
で
部
員
が
一
斉
に
突
き
や
蹴

り
を
披
露
し
た
。
次
に
試
割
り
が
行
わ
れ
、

選
手
が
板
や
バ
ッ
ト
を
破
壊
す
る
た
び
、
観

衆
は
大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
。
特
に
金
直
幸

選
手
（
政
２
）
が
、
三
枚
の
板
を
蹴
り
技
で

次
々
真
っ
二
つ
に
す
る
様
は
、
圧
巻
の
一
語

に
尽
き
る
。
演
じ
た
後
は
「
い
つ
も
通
り
、

皆
と
息
を
合
わ
せ
て
出
来
た
と
思
い
ま
す
」

と
満
面
の
笑
顔
で
答
え
た
。

　
ラ
ス
ト
を
飾
る
の
は
少
林
寺
拳
法
部
。
団

体
演
武
か
ら
組
演
武
、
単
演
ま
で
激
し
く
も

【
　
日
　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
広
場
】

１７
　
快
晴
を
迎
え
た
四
大
戦
初
日
、

演
武
会
が
行
わ
れ
た
。
各
校
の
合

気
道
部
、
空
手
道
部
、
少
林
寺
拳

法
部
が
習
得
し
た
技
を
披
露
す
る

催
し
だ
。

　
一
番
手
を
務
め
る
の
は
合
気
道

部
で
あ
る
。
始
め
に
学
年
ご
と
の

技
の
実
演
が
あ
っ
た
。
上
級
生
の

迫
力
あ
る
技
か
け
は
見
事
だ
が
、

１
年
生
の
緊
張
気
味
な
が
ら
力
強

の得点を加算。参加校の
少ない場合や、試合が引
き分けで終了した場合な
どは特別規定が適用され
ている。最終的に、演武
会、教職員種目の二種目
を除いた総合得点を競
う。本学は四大学のうち
歴代１位の総合優勝回数
を誇っている強豪校であ
り、好成績が期待される。

　旧制高校時代から縁の
深い、学習院・成蹊・武
蔵・成城の四大学が合同
で行うスポーツの祭典の
こと。四大戦は略称であ
り、正式名称は四大学運
動競技大会である。昭和
２５年から秋に行われてい
るこの催しは、今年で記
念すべき６５回を数える。
各校が持ち回りで開催

し、今年度は本学が会場
となった。
　全競技は、運動部によ
る正式種目、サークル等
の有志団体による一般種
目、教職員種目の三つで
構成されている。各競技
の順位に応じて最大４点

四大戦とは

優勝の喜びを噛みしめる本
学代表（撮影・吉岡百合子）



を
奪
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
金

親
聖
美
選
手
（
政
３
）
の
得
点

で
流
れ
を
引
き
寄
せ
る
。
さ
ら

に
点
を
重
ね
て
後
半
を
迎
え
る

と
、
追
い
つ
こ
う
と
す
る
武
蔵

大
は
奮
起
し
、
何
度
も
強
烈
な

シ
ュ
ー
ト
を
放
っ
た
。
本
学

は
、
２
点
の
リ
ー
ド
を
チ
ー
ム

の
連
携
で
守
り
抜
く
こ
と
に
徹

す
る
。
そ
し
て
、
激
闘
の
終
わ

り
を
告
げ
る
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴

り
響
く
と
、
選
手
全
員
が
中
央

に
自
然
と
集
ま
り
、
互
い
の
健

闘
を
称
え
あ
っ
た
。
一
年
前
、

悔
し
さ
で
溢
れ
て
い
た
彼
女
達

の
瞳
に
、
喜
び
の
涙
が
光
っ
て

い
た
の
が
見
え
た
。

　
試
合
を
振
り
返
り
、
安
藤
選

手
は「
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

佃
選
手
の
先
制
点
で
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
な
ら
大
丈
夫
と
い
う
自

信
が
確
信
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
ま
だ
引
退
ま
で
時
間
は
あ

り
ま
す
が
、
安
心
し
て
後
輩
た

ち
に
引
き
継
げ
ま
す
」
と
、
こ

れ
ま
で
の
思
い
が
溢
れ
出
た
か

の
よ
う
に
話
し
た
。
チ
ー
ム
全

員
で
得
た
こ
の
感
動
は
、
彼
女

た
ち
の
心
の
中
に
残
り
続
け
る

こ
と
だ
ろ
う
。 
（
倉
本
侑
人
）

ワ
ー
ク
で
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス

を
作
っ
て
い
く
。
隙
が
あ
れ
ば

ボ
ー
ル
を
打
ち
込
み
、
反
撃
の

契
機
を
与
え
な
い
。
だ
が
、
成

蹊
大
も
そ
れ
に
負
け
じ
と
必
死

に
食
ら
い
つ
い
て
く
る
。
両
者

と
も
一
歩
も
譲
ら
な
い
展
開

で
、
前
半
が
終
了
し
た
。

　
後
半
戦
に
突
入
す
る
と
、
も

う
一
人
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
あ
る

佃
祐
希
選
手
（
英
２
）
が
均
衡

を
破
る
貴
重
な
先
制
点
を
上
げ

る
。
さ
ら
に
、
相
手
の
堅
い
守

り
を
抜
け
出
し
、
上
原
静
奈
選

手
（
英
２
）
が
鮮
や
か
に
シ
ュ

ー
ト
を
決
め
た
。
一
方
で
、
失

点
の
危
機
が
迫
る
た
び
に
、
小

鳥
居
結
子
選
手
（
営
１
）
が
体

を
張
っ
て
阻
止
。
試
合
終
了
５

分
前
、
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
の
権

利
を
得
る
と
、
キ
ッ
カ
ー
の
安

藤
選
手
と
佃
選
手
の
目
が
合

う
。
そ
の
刹
那
、
蹴
ら
れ
た
ボ

ー
ル
を
佃
選
手
が
上
手
く
合
わ

せ
て
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し

た
。
こ
れ
が
決
定
打
と
な
り
、

３
―
１
で
成
蹊
大
に
対
し
見
事

に
雪
辱
を
果
た
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
武
蔵
大
と

の
決
勝
戦
も
、
序
盤
は
ペ
ー
ス

は
、
昨
年
の
決
勝
で
敗
れ
た
成

蹊
大
だ
。
こ
の
一
戦
が
優
勝
へ

の
第
一
歩
と
な
る
。

　
本
学
の
キ
ッ
ク
に
よ
り
、
熱

戦
の
火
蓋
が
切
り
落
と
さ
れ

た
。
序
盤
か
ら
、
巧
み
な
パ
ス

は
、
準
優
勝
と
い
う
悔
し
い
結

果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
は
一
人
に
頼
ら
な
い
攻
め

方
を
し
、
み
ん
な
の
笑
顔
で
締

め
括
り
た
い
で
す
」
と
熱
く
語

っ
て
く
れ
た
。
準
決
勝
の
相
手

【
　
日
　
多
目
的
コ
ー
ト
】

１８
　
熱
い
日
差
し
の
下
で
、
Ｄ
．

Ｔ
．
Ｍ
の
試
合
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。
決
戦
を
控
え
、
ダ

ブ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン
の
一
人
、
安

藤
茜
選
手
（
法
４
）
は
「
去
年

寛

慣

幹

換

干干干干干干干干干干干干干干干干干干

憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

感
感
感
感
感
感
感
感
感
感
感
感
感
感
感
感
感
感
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委
ね
ら
れ
た
。

　
ど
ち
ら
も
、
４
番
手
ま
で
は

全
員
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
。
緊

迫
し
た
場
面
で
、
５
番
手
キ
ッ

カ
ー
で
あ
る
上
田
捷
吾
選
手

（
法
２
）
の
出
番
が
訪
れ
る
。

選
手
た
ち
が
固
唾
を
飲
ん
で
見

守
る
中
、
力
強
く
蹴
り
上
げ
ら

れ
た
ボ
ー
ル
は
ネ
ッ
ト
内
の
左

側
の
空
間
を
捉
え
た
。
し
か

し
、
相
手
キ
ー
パ
ー
が
す
か
さ

ず
反
応
し
、
残
念
な
が
ら
キ
ャ

ッ
チ
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し

て
、
武
蔵
大
の
最
終
キ
ッ
カ
ー

が
Ｐ
Ｋ
を
制
し
、
本
学
の
敗
北

が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
新
田

選
手
は
「
相
手
の
守
備
に
阻
ま

れ
て
、
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
が

出
来
な
か
っ
た
で
す
」
と
悔
し

さ
を
滲
ま
せ
た
。
今
回
の
経
験

を
糧
に
、
来
年
度
は
さ
ら
に
成

長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
。 

（
斎
藤
修
眞
）

浮
か
せ
た
ボ
ー
ル
が
、
運
良
く

ゴ
ー
ル
前
に
落
ち
た
の
だ
。
三

ヶ
田
健
人
選
手
（
済
３
）
が
こ

れ
に
素
早
く
反
応
し
て
シ
ュ
ー

ト
を
打
ち
込
む
が
、
わ
ず
か
に

軌
道
が
逸
れ
て
し
ま
う
。
両
者

と
も
に
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
す
こ
と

が
出
来
ず
に
後
半
戦
も
終
了

し
、
勝
負
の
行
方
は
Ｐ
Ｋ
戦
に

が
な
い
ま
ま
試
合
は
後
半
戦
に

進
ん
だ
。

　
本
学
は
、
丁
寧
な
パ
ス
回
し

で
粘
り
強
く
隙
を
狙
う
が
、
相

手
も
守
り
を
固
め
て
こ
れ
を
阻

止
す
る
。
一
進
一
退
の
攻
防
が

続
く
中
、　

分
に
チ
ャ
ン
ス
が

１９

巡
っ
て
く
る
。
長
手
達
哉
選
手

（
営
３
）
が
サ
イ
ド
か
ら
高
く

【
　
日
　
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
】

１７
　
男
子
サ
ッ
カ
ー
１
回
戦
第
３

試
合
は
、
Ｆ
Ｃ
ジ
ャ
ミ
ラ
（
本

学
Ａ
）
と
武
蔵
大
Ｂ
で
行
わ
れ

た
。
同
じ
Ｆ
Ｃ
ジ
ャ
ミ
ラ
の
本

学
Ｂ
は
、
第
１
試
合
で
成
蹊
大

Ａ
に
敗
退
。
苦
杯
を
喫
し
た
仲

間
の
分
ま
で
勝
利
す
べ
く
、
一

丸
と
な
っ
て
試
合
に
臨
ん
だ
。

　
多
く
の
観
客
が
集
ま
る
中
、

前
半
開
始
を
告
げ
る
ホ
イ
ッ
ス

ル
が
鳴
る
。
４
分
に
、
主
将
の

新
田
玲
悟
選
手
（
政
２
）
が
Ｐ

Ｋ
を
奪
っ
て
、
得
点
の
機
会
が

与
え
ら
れ
る
。
蹴
ら
れ
た
ボ
ー

ル
は
相
手
キ
ー
パ
ー
に
跳
ね
返

さ
れ
る
も
、
味
方
が
こ
ぼ
れ
球

を
再
び
シ
ュ
ー
ト
。
し
か
し
、

惜
し
く
も
ゴ
ー
ル
の
上
を
通
過

し
、
好
機
を
逃
し
て
し
ま
う
。

そ
の
後
も
、
果
敢
に
攻
撃
を
仕

掛
け
た
が
、
武
蔵
大
の
堅
い
守

備
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
結

局
、
０
―
０
で
ス
コ
ア
に
動
き

者
が
帰
り
、
待
望
の
先
制
点
が

入
る
。
さ
ら
な
る
追
加
点
を
狙

い
、
続
く
走
者
も
三
塁
を
回
る

も
の
の
、
好
返
球
に
よ
っ
て
惜

し
く
も
ア
ウ
ト
と
な
り
、
得
点

は
１
点
に
終
わ
っ
た
。

　
援
護
を
貰
っ
た
後
の
四
回

表
、
虎
谷
選
手
は
先
頭
打
者
に

死
球
を
与
え
て
し
ま
う
。
し
か

し
、
動
揺
す
る
こ
と
な
く
、
打

た
せ
て
取
る
投
球
で
後
続
三
人

を
内
野
ゴ
ロ
に
仕
留
め
、
無
失

点
に
切
り
抜
け
た
。
そ
の
裏
、

本
学
Ａ
は
無
死
の
走
者
を
一
塁

に
置
い
て
、
虎
谷
選
手
に
打
席

が
回
る
。
合
わ
せ
て
打
っ
た
球

は
右
中
間
に
落
ち
、
さ
ら
に
塁

が
埋
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
内
野

ゴ
ロ
な
ど
を
挟
ん
で
、
２
死
な

が
ら
一
、
三
塁
と
追
加
点
の
好

機
を
作
る
。
だ
が
、
次
の
打
者

が
フ
ァ
ー
ス
ト
ゴ
ロ
に
倒
れ
、

得
点
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
抑
え
き
れ
ば
優
勝

が
決
ま
る
五
回
表
、
虎
谷
選
手

は
速
球
で
押
し
勝
ち
、
二
者
連

続
で
セ
ン
タ
ー
フ
ラ
イ
に
打
ち

取
る
。
そ
の
後
、
四
球
で
走
者

を
出
し
た
が
最
終
打
者
を
フ
ァ

ー
ス
ト
ゴ
ロ
で
締
め
、
１
―
０

で
試
合
は
終
了
し
た
。

　
勝
利
し
た
ジ
ョ
イ
ス
ル
の
木

村
郁
哉
主
将
（
法
３
）
は
「
優

勝
を
目
標
に
頑
張
っ
て
き
た
の

で
、
そ
れ
が
達
成
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
勢
い

の
あ
る
ジ
ョ
イ
ス
ル
で
あ
り
続

け
、
来
年
も
優
勝
し
た
い
で

す
」
と
喜
び
を
語
る
。
力
投
し

た
虎
谷
選
手
に
つ
い
て
は
「
こ

こ
ま
で
ず
っ
と
頼
り
っ
ぱ
な
し

で
し
た
が
、
こ
の
試
合
は
、
チ

ー
ム
を
一
年
間
支
え
続
け
て
く

れ
た
彼
の
集
大
成
で
し
た
」
と

称
え
た
。

　
優
勝
の
如
何
に
は
依
ら
ず
、

意
識
は
す
で
に
未
来
へ
と
向
い

て
い
る
。
さ
ら
な
る
高
み
を
求

め
る
球
児
た
ち
の
、
倦
む
こ
と

の
な
い
励
み
に
、
最
終
回
は
な

い
。 

（
西
田
哲
健
）

【
　
、　

日
　
野
球
場
】

１８

１９

　
決
勝
は
、
学
習
院
の
チ
ー
ム

同
士
に
よ
る
戦
い
に
な
っ
た
。

２
試
合
で
　
得
点
を
挙
げ
た
ジ

１３

ョ
イ
ス
ル
（
本
学
Ａ
）
と
、
堅

い
守
り
が
持
ち
味
の
ジ
ー
ラ
ス

（
本
学
Ｂ
）
と
が
激
突
す
る
。

試
合
に
先
立
ち
、
本
学
Ａ
の
虎

谷
翔
選
手
（
法
２
）
は
「
先
輩

方
は
こ
の
試
合
で
引
退
な
の

で
、
優
勝
と
い
う
形
で
花
を
持

た
せ
た
い
で
す
」
と
語
っ
た
。

　
そ
の
虎
谷
選
手
と
、
中
林
賢

一
選
手
（
化
１
）
の
投
げ
合
い

で
試
合
は
展
開
し
た
。
両
投
手

と
も
、
立
ち
上
が
り
こ
そ
不
安

定
だ
っ
た
が
、
二
回
以
降
は
安

定
し
た
投
球
を
続
け
、
相
手
に

付
け
入
る
隙
を
与
え
な
い
。
ど

ち
ら
の
チ
ー
ム
も
決
定
機
を
作

る
こ
と
が
出
来
ず
、
ス
コ
ア
ボ

ー
ド
に
は
初
回
か
ら
ゼ
ロ
が
並

ん
だ
。

　
試
合
が
動
い
た
の
は
三
回

裏
。
四
球
と
バ
ン
ト
処
理
の
ミ

ス
に
安
打
で
続
き
、
本
学
Ａ
が

１
死
満
塁
の
好
機
を
迎
え
る
。

ひ
と
際
大
き
く
な
っ
た
味
方
の

声
援
を
背
に
受
け
、
藤
田
康
平

選
手
（
営
２
）
が
打
席
へ
入
る
。

平
行
カ
ウ
ン
ト
か
ら
の
五
球

目
、
藤
田
選
手
は
中
林
投
手
の

速
球
に
食
ら
い
つ
き
、
前
進
守

備
の
内
野
を
抜
く
適
時
打
を
放

っ
た
。
こ
の
当
た
り
で
三
塁
走

決
め
た
が
、
無
念
に
も
　
―
　

３８

５２

で
幕
を
下
ろ
し
た
。

　
田
中
選
手
は
「
悔
し
い
と
い

う
よ
り
も
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な

と
バ
ス
ケ
が
出
来
な
く
な
る
こ

と
が
寂
し
い
で
す
。
し
か
し
、

ま
た
い
つ
か
一
緒
に
プ
レ
ー
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
試
合
後

に
語
っ
て
く
れ
た
。
四
度
の
四

大
戦
出
場
と
い
う
バ
ス
ケ
ッ
ト

に
対
す
る
情
熱
に
、
拍
手
を
送

り
た
い
。 

（
道
口
大
煕
）

で
、
ゲ
ー
ム
を
有
利
に
進
め

た
。
流
れ
を
取
り
戻
し
、　

―
３２

　
と
い
う
、
３
点
差
に
ま
で
追

３５い
詰
め
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
点
差
を

縮
め
た
い
第
４
ク
ォ
ー
タ
ー
。

相
手
の
激
し
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

に
、
交
代
選
手
の
少
な
い
本
学

は
疲
れ
を
隠
せ
な
い
。
相
手
の

シ
ュ
ー
ト
が
外
れ
て
も
、
リ
バ

ウ
ン
ド
が
取
れ
な
い
。
残
り
数

十
秒
で
大
須
賀
選
手
が
得
点
を

応
で
き
ず
、
苦
し
い
時
間
帯
が

続
く
。
ス
コ
ア
は
　
―
　
と
逆

１６

２５

転
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
が
終
わ
り
、

第
３
ク
ォ
ー
タ
ー
に
入
る
。
立

て
直
し
を
図
っ
た
本
学
は
、
山

口
選
手
の
連
続
得
点
で
勢
い
に

乗
る
。
大
須
賀
渉
選
手
（
法
４
）

は
リ
バ
ウ
ン
ド
、
ブ
ロ
ッ
ク
に

加
え
、
ゴ
ー
ル
下
の
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
、
相
手
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
も
の
と
も
し
な
い
。
さ
ら

に
、
田
中
選
手
の
的
確
な
パ
ス

も
確
実
に
点
を
重
ね
て
い
っ

た
。
危
な
げ
な
く
　
―
６
と
リ

１１

ー
ド
し
て
第
１
ク
ォ
ー
タ
ー
を

終
え
た
。

　
第
２
ク
ォ
ー
タ
ー
で
は
、

徐
々
に
選
手
た
ち
に
疲
れ
が
見

え
て
く
る
。
相
手
の
速
攻
に
対

【
　
日
　
中
高
体
育
館
】

１８
　
シ
ー
ド
権
を
有
し
て
い
た
ス

ピ
リ
ッ
ツ
Ｏ
Ｂ
（
本
学
Ａ
）
と

相
対
す
る
の
は
、
前
日
の
試
合

で
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
武
蔵
大

Ｂ
だ
。
試
合
前
、
田
中
遼
平
キ

ャ
プ
テ
ン
（
政
４
）
は
「
僕
た

ち
に
と
っ
て
最
後
の
四
大
戦
な

の
で
、
特
別
な
意
味
を
持
つ
試

合
で
す
。
し
か
し
、
結
果
に
と

ら
わ
れ
ず
、
内
容
に
こ
だ
わ
り

た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　
序
盤
、
関
口
真
稔
選
手
（
独

４
）
の
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
で
の

先
制
を
皮
切
り
に
、
安
定
し
た

プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
る
。
キ
レ

の
あ
る
ド
リ
ブ
ル
で
、
相
手
を

抜
き
去
る
山
口
周
一
選
手
（
政

４
）
の
動
き
が
冴
え
る
。
さ
ら

に
、
生
野
裕
康
選
手
（
政
４
）

果敢に攻める本学（撮影・高瀬尚一郎）

守備網を破る長手選手（撮影・榎本めい）

優勝の喜びを分かち合
うジョイスルの面々
 （撮影・石幡智春）

相
手
を
上
手
く
か
わ
し

敵
陣
へ
進
む
安
藤
選
手

 

（
撮
影
・
菊
井
章
）

敏
裕
さ
ん
（
中
・
高
等
科
事
務
室
）
の
鋭
い
投

球
と
、
内
野
手
の
確
実
な
送
球
で
、
満
塁
の
ピ

ン
チ
を
切
り
抜
け
る
。
そ
れ
か
ら
も
着
実
に
リ

ー
ド
を
広
げ
、　

―
３
で
戦
い
を
制
し
、
栄
え

１０

あ
る
優
勝
を
果
た
し
た
。
本
学
を
率
い
た
笠
原

さ
ん
は
「
活
躍
が
未
知
数
だ
っ
た
新
人
か
ら
、

ベ
テ
ラ
ン
の
方
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
力
を
発
揮
し
、

上
手
く
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
来
年
も

頂
点
を
目
指
し
た
い
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
教
職
員
種
目
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環

で
も
あ
り
、
ま
た
、
互
い
の
交
流
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
楽
し
く
、
そ
し
て
真
剣
に

競
技
に
臨
む
様
子
は
、
学
生
た
ち
に
負
け
な
い

輝
き
を
放
っ
て
い
た
。 

（
濱
田
莉
沙
）

【
　
、　

日
　
軟
式
庭
球
場
、
野
球
場
、
大
学

１８

１９

体
育
館
】

　
学
生
た
ち
が
勝
利
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る
裏

側
で
、
実
は
教
職
員
の
方
々
も
、
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
３
種
目
で
し

の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
仕
事
中
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
た
お
揃
い
の
青
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
は
、
新
鮮

さ
と
団
結
力
を
感
じ
さ
せ
た
。

　
　
日
、
昨
年
優
勝
を
収
め
た
テ
ニ
ス
が
行
わ

１８
れ
た
。
し
か
し
、
今
年
は
勝
ち
運
に
恵
ま
れ

ず
、
残
念
な
が
ら
３
位
に
終
わ
る
。
翌
日
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
も
健
闘
し
た
も
の
の
、
決
勝
戦
で

惜
し
く
も
敗
れ
、
両
種
目
と
も
に
来
年
の
リ
ベ

ン
ジ
が
期
待
さ
れ
る
。

　
今
大
会
で
最
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
競
技

は
、　

日
に
実
施
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
だ
。

１９

成
城
大
学
と
の
初
戦
で
は
、
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
る
中
、
一
回
裏
の
初
打
者
で
あ
る
小
笠
原

正
弥
さ
ん
（
総
務
課
）
が
２
ベ
ー
ス
ヒ
ッ
ト
を

放
ち
、
本
塁
打
も
飛
び
出
す
幸
先
の
良
い
出
だ

し
と
な
っ
た
。
最
終
回
で
失
点
を
喫
す
る
も
、

７
点
の
差
を
つ
け
て
勝
利
を
収
め
る
。
決
勝
戦

は
、
攻
守
と
も
に
ミ
ス
の
少
な
い
成
蹊
大
学
と

の
対
戦
だ
っ
た
。
初
め
は
思
い
通
り
の
プ
レ
ー

が
出
来
な
か
っ
た
が
、
二
回
裏
で
打
席
に
立
っ

た
瀧
澤
拓
也
さ
ん
（
経
営
企
画
課
）
の
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
き
っ
か
け
に
本
来
の
調
子
を
取
り
戻

し
、
６
点
を
獲
得
。
次
の
守
備
回
で
は
、
笠
原

２
年
連
続
で
優
勝
を
逃

し
て
い
た
一
般
種
目
。
今
大
会

も
、
各
チ
ー
ム
が
周
囲
か
ら
の
声
援
を

力
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
。
華
々
し
い
勝
利

を
収
め
て
総
合
優
勝
へ
後
押
し
し
た
競
技
も

あ
っ
た
が
、
本
学
は
他
の
三
大
学
に
差

を
つ
け
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
４
位

に
終
わ
っ
た
。

今
年
度
四
大
戦
で
の
本
学
の
各
競
技
得
点

正
式
種
目
※

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

駅
伝（
男
）

駅
伝（
女
）

弓
道（
男
）

弓
道（
女
）

剣
道（
男
）

硬
式
庭
球（
男
）

硬
式
庭
球（
女
）

硬
式
野
球

ゴ
ル
フ

サ
ッ
カ
ー

柔
道

水
泳

水
球

漕
艇

卓
球（
男
）

卓
球（
女
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
男
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
女
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
男
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
女
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

ホ
ッ
ケ
ー（
男
）

ホ
ッ
ケ
ー（
女
）

洋
弓（
男
）

洋
弓（
女
）

ヨ
ッ
ト

ラ
ク
ロ
ス
（
男
）

ラ
ク
ロ
ス
（
女
）

総
合
得
点

※
自
動
車
、
軟
式
野
球
、
軟
式
庭
球
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
ス
キ
ー
（
男
・
女
）
は
今
大
会
行
わ
れ
ず
、
馬
術
、
剣

道
（
女
）
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

１.５２４４４２３２３２.５４３３２１.５１.５２３４４３３２３２２１.５４４２２４

ラ
グ
ビ
ー

陸
上
競
技

正
式
種
目
合
計

一
般
種
目

テ
ニ
ス
（
男
Ｄ
）

テ
ニ
ス
（
女
Ｄ
）

テ
ニ
ス
（
混
合
Ｄ
）

サ
ッ
カ
ー

フ
ッ
ト
サ
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
男
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
女
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
混
合
）

軟
式
野
球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
女
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
女
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
男
Ｄ
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
女
Ｄ
）

卓
球（
男
Ｓ
）

卓
球（
男
Ｄ
）

卓
球（
混
合
Ｄ
）

卓
球（
女
Ｓ
）

卓
球（
女
Ｄ
）

一
般
種
目
合
計

教
職
員
種
目

テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
職
員
種
目
合
計
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	272号01 4c[1-1].pdf
	272号02[2-2].pdf

